
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T1202 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２～４年次 

使用教科書 『MOUSA 2』 （教育芸術社） 

副教材等 特になし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・楽器を奏でること、歌をうたうこと、音楽を聴くことを通して、音楽の色々な面を体験します。 

・楽譜の持っている意味を読み取り、それぞれの音楽の持っている良さを味わって演奏すること、 

そして皆さんが音楽を少しでも深く知ることが出来れば、と考えています。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 音楽の諸活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化

と幅広くかかわる資質・能力を次のとおり育成する。 

１ 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解すると 

ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

２ 個性豊かに音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを深く味わって 

聴くことができるようにする。 

３ 主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとと 

もに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしてい 

く態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・ 楽譜に書かれている音、

テンポ、リズムなどを読

み取り、器楽演奏、歌唱

などを行っている。 

・ 楽譜に書かれている内

容を理解し、個々の曲を

演奏するための基礎

的・基本的な力を身に付

けている。 

・ 対象とする音楽の情報を楽

譜や既存の演奏などから感

じ取り、実際に演奏する段

階に於いて、それら必要な

事項を踏まえて臨もうとし

ている。 

 

・ 主体的・協働的に表現及び

鑑賞の学習活動に取り組も

うとしている。 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学
期 

題
材
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

比
較
的
歌
い
や
す
い
歌
か
ら 

[歌うこと] 

・ハナミヅキ 

・涙そうそう 

 

a:表現したいことが歌の形とし 

て表れている。 

創意工夫を生かした歌唱表現 

をするために必要な、曲にふさ 

わしい発声、発音、身体の使い 

方などの技能を身に付けてい 

る。 

b:音色、リズム、速度、テクスチ 

ュア、強弱、形式、構成を知覚 

し、それらの働きを感受しなが 

ら、知覚したことと感受したこ 

ととの関わりについて考え、ど 

のように歌うかについて表現 

意図をもっている。 

c:曲想と音楽の構造や歌詞との 

関わりに関心をもち、主体的に 

歌唱の学習活動に取り組もう 

としている。 

・ワーク 

シート 

・実技 

 テスト 

 

・相互 

評価 

シート 

・観察 

 

 

・演奏の 

聴取 

前
期 

７
月
～
９
月 

メ
ロ
デ
ィ
の
美
し
さ
を
楽
器
で
奏
で
よ
う 

[器楽演奏] 

・スタジオジブリ・メドレー 

・愛のテーマ（ニュー・シネマ・ 

パラダイスより） 

a:曲想と手拍子や足踏みを打つ 

音色や奏法との関わりについ 

て理解している。 

創意工夫を生かした器楽表現 

をするために必要な、曲にふさ 

わしい奏法、身体の使い方など 

の技能、及び他者との調和を意 

識して演奏する技能を身に付 

け、器楽で表している。 

b:リズムの特徴や変化を感じ、そ 

の表現にはどのような身体的 

工夫が必要かを感じている。ま 

た、個々人の演奏、そして他者 

との演奏、それらの違いを踏ま 

えながら演奏出来ている。 

c:曲想と手拍子や足踏みの音色 

や奏法との関わり、及び他者と 

の調和を意識して演奏するこ 

とに関心をもち、主体的・協働 

的に器楽の学習活動に取り組 

もうとしている。 

・ワーク 

シート 

 

・実技 

 テスト 

 

・相互 

評価 

シート 

・観察 

 

 

・演奏の 

聴取 

 

・自己 

評価 

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

音
楽
と
ダ
ン
ス
の
関
係
を
探
る 

[鑑賞] 

・くるみ割り人形（バレエ） 

オリジナルとディズニー映

画になったもの、そこから

発展し、同じくディズニー

映画のファンタジア、ファン

タジア２００１など 

・ラテン・アメリカの音楽 

（その代表的なものから、情 

熱大陸のような比較的耳に 

することが出来る作品） 

a:曲想や表現上の効果と音楽の 

構造との関わり、及び音楽の特 

徴と文化的・歴史的背景、ほか 

の芸術との関わりについて理 

解している。 

b:音色、リズム、速度、旋律、テ 

クスチュア、強弱、形式、構成 

を知覚し、それらの働きを感受 

しながら、知覚したことと感受 

したこととの関わりについて 

考えるとともに、曲や演奏に対 

する評価とその根拠について 

考え、音楽のよさや美しさを自 

ら味わって聴いている。 

c:曲想や表現上の効果と音楽の 

構造とのの関わり、及び音楽の 

特徴と文化的・歴史的背景、ほ 

かの芸術との関わりに関心を 

もち、主体的・協働的に鑑賞の 

学習活動に取り組もうとして 

いる。 

・ワーク 

シート 

 

・小テス 

 ト 

・実技 

 テスト 

 

・相互 

評価 

シート 

・観察 

 

 

・演奏の 

聴取 

 

・相互 

評価 

シート 

後
期 

11
月
～
１
月 

親
し
み
易
い
曲
を
歌
う 

[歌うこと] 

・道 

・糸 

・Amazing Grace 

・夢やぶれて 

a:創意工夫を生かした歌唱表現 

をするために必要な，曲にふさ 

わしい発声，言葉の発音，身体 

の使い方などの技能を身に付 

け，歌唱で表している。 

b:音色，リズム，速度，旋律，テ 

クスチュア，強弱，形式，構成 

を知覚し，それらの働きを感受 

しながら，知覚したことと感受 

したこととの関わりについて 

考え，どのように歌うかについ 

て表現意図をもっている。 

c:音楽の特徴と文化的背景，他の 

芸術との関わりに関心をもち， 

主体的・協働的に歌唱の学習活 

動に取り組もうとしている。 

・ワーク 

シート 

・実技 

 テスト 

 

・相互 

評価 

シート 

・観察 

 

 

・演奏の 

聴取 



 

※令和４年度以降入学生用 

楽
器
で
メ
ロ
デ
ィ
を
奏
で
る 

[器楽演奏] 

・上を向いて歩こう 

・涙そうそう 

 

a:曲想と音楽の構造や歌詞，文化 

的背景との関わりについて理 

解している。 

b:音色，リズム，速度，旋律，テ 

クスチュア，強弱，形式，構成 

を知覚し，それらの働きを感受 

しながら，知覚したことと感受 

したこととの関わりについて 

考え，どのように歌うかについ 

て表現意図をもっている。 

c:曲想と音楽の構造や歌詞，文化 

的背景との関わりに関心をも 

ち，主体的・協働的に楽器の学 

習活動に取り組もうとしてい 

る。 

・ワーク 

シート 

 

・実技 

 テスト 

 

・相互 

評価 

シート 

・観察 

 

 

・演奏の 

聴取 

 

・相互 

評価 

シート 

後
期 

世
界
の
音
楽
作
品
の
変
転
を
感
じ
る 

[鑑賞] 

・オペラ～ミュージカル 

（時代の流れに沿って代表 

曲を鑑賞し、それらの特徴を 

捉える） 

 

a:音楽の特徴と文化的・歴史的背 

景，他の芸術との関わりについ 

て理解している。 

b:音色，リズム，速度，旋律，テ 

クスチュア，強弱，形式，構成 

を知覚し，それらの働きを感受 

しながら，知覚したことと感受 

したこととの関わりについて 

考えるとともに，曲や演奏に対 

する評価とその根拠について 

考え，音楽のよさや美しさを自 

ら味わって聴いている。 

c:音楽の特徴と文化的・歴史的背 

景，他の芸術との関わりに関心 

をもち，主体的・協働的に鑑賞 

の学習活動に取り組もうとし 

ている。 

・ワーク 

シート 

 

 

・実技 

 テスト 

 

・相互 

評価 

シート 

・観察 

 

 

・演奏の 

聴取 

 

 

・相互 

評価 

シート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


